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『
娘
に
送
る
手
紙
』

　

日
本
人
だ
け
で
約
３
１
０
万
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
「
太
平
洋
戦
争
」
が

終
わ
り
、
今
年
で
75
年
に
な
り
ま
す
。
世
代
が
移
り
変
わ
っ
て
も
、
こ
の
戦

争
の
こ
と
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
今
回
の
企
画
展
で
は
、

「
上
林
暁
は
、
戦
禍
の
時
代
を
ど
の
よ
う
に
観
て
き
た
か
」
に
焦
点
を
あ
て
ま

し
た
。
開
戦
時
に
書
か
れ
た
「
歴
史
の
日
」
で
は
楽
観
さ
え
感
じ
ま
す
が
、

身
内
に
よ
る
神
風
特
別
攻
撃
が
実
行
さ
れ
、
本
土
決
戦
が
さ
さ
や
か
れ
る
昭

和
20
年
６
月
か
ら
書
き
始
め
た
「
娘
に
送
る
手
紙
」
で
は
、
入
野
の
浜
に
米

兵
が
上
陸
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
怯
え
ま
す
。
ま
た
、
上
林
を
慕
っ
て
上
京

し
た
郷
里
の
後
輩
た
ち
が
、
次
々
と
戦
死
し
て
ゆ
く
作
品
「
年
少
の
友
」
に

書
か
れ
た
無
念
は
、
絶
筆
の
「
秀
夫
君
」
ま
で
引
き
ず
ら
れ
、
自
分
の
死
が

近
い
こ
と
を
悟
っ
た
上
林
が
、
最
後
に
書
き
た
か
っ
た
の
は
、
自
分
の
何
分

の
一
か
の
若
さ
で
死
ん
で
い
っ
た
、
彼
ら
の
「
人
生
」
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

（会期）2020.8.7 〜 2020.10.31

　
私
は
そ
ば
に
寄
つ
て
來
た
、
五
つ
に
な
る
女
の
子
を
抱
き
上
げ
る
と
、
平
生
ぐ
づ
つ
て

仕
方
の
な
い
子
だ
か
ら
、
こ
の
際
活
を
入
れ
て
お
か
う
と
思
つ
た
。

「ア
メ
リ
カ
と
戰
爭
が
は
じ
ま
つ
た
ん
だ
か
ら
、
も
う
ぐ
づ
ぐ
づ
言
つ
ち
や
、
駄
目
だ
よ
。

好
い
子
で
居
さ
へ
す
り
や
勝
つ
ん
だ
か
ら
。
」
（
中
略
）

「情
報
局
發
表
、
八
日
午
前
十
一
時
四
十
五
分
、
只
今
ア
メ
リ
カ
、
英
國
に
對
す
る
宣

戰
の
大
詔
が
發
せ
ら
れ
、
ま
た
同
時
に
臨
時
議
會
召
集
の
詔
書
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
」

　
宣
戰
の
大
詔
は
、
遂
に
發
せ
ら
れ
た
。
容
を
正
し
て
、
私
は
拜
承
し
た
。
つ
づ
い
て
、

内
閣
總
理
大
臣
の
放
送
が
行
は
れ
た
。
こ
れ
は
最
も
歴
史
的
な
瞬
間
で
あ
つ
た
。

（
中
略
）

「マ
ニ
ラ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
グ
ァ
ム
、
ハ
ワ
イ
、
敵
の
空
軍
基
地
は
全
部
爆
擊
さ

れ
た
ぢ
や
な
い
で
す
か
。
こ
れ
で
は
敵
は
手
も
足
も
出
な
い
で
せ
う
。
」
と
八
濱
さ
ん
が
安

心
し
た
聲
で
言
つ
た
。

　
露
地
の
突
き
當
り
の
電
柱
の
肩
に
、
ひ
し
や
げ
た
黄
機
色
色
い
月
が
靜
か
に
昇
つ
て
ゐ
る
。

（
中
略
）

　
風
呂
か
ら
出
る
と
、
月
は
大
分
昇
つ
て
、
靄
に
溶
け
た
柔
ら
か
な
月
の
光
の
中
を
歩
い
て

來
る
人
の
影
が
長
く
、
映
晝
の
一
場
面
の
や
う
な
感
じ
だ
つ
た
。

「風
呂
の
雰
圍
氣
も
、
い
つ
も
と
ち
が
つ
た
感
じ
で
す
ね
。
」
と
私
が
言
つ
た
。

「み
ん
な
、
な
ん
に
も
云
は
な
い
け
れ
ど
、
戰
爭
の
こ
と
が
腹
の
中
に
あ
る
も
の
だ
か
ら
、

い
つ
も
と
ち
が
ひ
ま
す
ね
。
」

　
私
達
は
、
そ
ん
な
話
を
し
な
が
ら
、
踏
切
の
と
こ
ろ
へ
來
て
ゐ
た
の
で
、
そ
こ
で
別
れ
た
。

「一
日
一
日
が
大
切
で
す
か
ら
お
互
に
腰
を
据
ゑ
ま
せ
う
。
」

　
さ
う
言
つ
て
、
私
は
歸
つ
て
來
た
。
途
々
、
白
壁
の
家
に
、
月
の
光
が
く
つ
き
り
と
射

し
て
ゐ
る
の
も
、
歴
史
的
な
夜
だ
け
に
、
心
に
沁
み
た
。

　
私
は
十
二
時
過
ぎ
ま
で
か
か
つ
て
、
や
つ
と
原
稿
を
書
き
上
げ
た
。

　
米
英
に
対
す
る
宣
戰
の
第
一
夜
は
、
靜
か
に
更
け
て
行
つ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
十
六
年
十
二
月
）

「歴
史
の
日
」　

　
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
は
、
遂
に
歴
史
の
日
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
。

（
中
略
）

　
隣
の
ラ
ヂ
オ
が
突
然
臨
時
ニ
ュ
ー
ス
の
放
送
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

「大
本
營
陸
海
軍
部
發
表
、
十
二
月
八
日
午
前
六
時
、
帝
國
陸
海
軍
は

本
八
日
未
明
、
西
太
平
洋
に
お
い
て
米
英
軍
と
戰
鬪
状
態
に
入
れ
り
。
」

　
私
は
ガ
バ
と
起
き
て
、
臺
所
で
朝
の
仕
度
を
し
て
ゐ
る
妹
に
向
つ
て
叫
ん
だ
。

「い
よ
い
よ
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
と
戰
爭
が
は
じ
ま
つ
た
よ
。
」
（
中
略
）

「今
日
は
こ
れ
か
ら
重
大
な
放
送
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
ま

ま
ス
イ
ッ
チ
を
切
ら
ず
に
お
い
て
下
さ
い
。
」
と
ア
ナ
ウ
ン
サ
ア
が
繰
り
か
へ
し

言
つ
て
ゐ
る
。
次
は
ど
ん
な
放
送
が
あ
る
の
だ
ら
う
か
。
そ
の
豫
測
が
一
種
の

重
苦
し
い
緊
張
を
漂
は
し
た
。

　
軍
艦
マ
ア
チ
の
奏
樂
が
湧
き
起
つ
て
ゐ
る
。
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上
林
暁
は
将
棋
を
こ
よ
な
く
愛
し
ま
し
た
。
東
京
で
は

「
阿
佐
ヶ
谷
将
棋
会
」
を
通
じ
て
、
井
伏
鱒
二
や
太
宰
治

な
ど
、
中
央
線
沿
線
界
隈
の
作
家
・
文
人
と
将
棋
を
通
じ

て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
郷
里
に
帰
る
と
、
地

元
（
下
田
の
口
）
の
将
棋
好
き
幼
な
じ
み
と
、
一
日
中
将

棋
を
指
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
彼
の
没

40
年
を
記
念
し
て
、
四
万
十
市
ゆ
か
り
の
森
雞
二
九
段
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
記
念
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

11
月
28
日
（
土
）

場
所　

大
方
あ
か
つ
き
館

指
導　

森　

雞
二
（
九
段
）

大
会
規
模

　
　
　

一
般
30
人
程
度

■
10
月
６
日
（
火
）　

14
：
00
～
16
：
00

　
　
　
　
　
（
講
師
）
松
田　

大
佑
（
映
画
監
督
）

　
　
　
　
　
（
演
題
）「
上
林
暁
と
映
画
」

■
11
月
21
日
（
土
）　

14
：
00
～
16
：
00

　
　
　
　
　
（
講
師
）
山
本
善
行
（
古
書
善
行
堂
）

■
11
月
29
日
（
日
）　

10
：
00
～
12
：
00

　
　
　
　
　
（
講
師
）
大
熊　

平
城
（
上
林
暁
の
孫
）

　

今
年
は
、
上
林
暁
が
亡
く
な
っ
て
40
年
の
節
目
の
年
に

な
り
、
上
林
暁
顕
彰
会
で
は
、「
上
林
暁
没
40
年
記
念
事

業
」を
計
画
し
て
い
ま
す
。あ
い
に
く
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
禍
の
中
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
生
活
様
式
を
踏

ま
え
、
規
模
を
抑
え
な
が
ら
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

上
林
暁
に
と
っ
て
唯
一
の
句
集
『
木
の
葉
髪
』
に
収
め

ら
れ
た
「
補
陀
落
の　

東
門
と
か
や　

春
の
寺
」
の
句
碑

が
、
足
摺
岬
・
金
剛
福
寺
の
門
前
に
完
成
し
ま
し
た
。
小

説
「
岬
の
僧
坊
に
て
」
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
場
所
に
、

上
林
文
学
が
形
に
な
っ
て
現
れ
た
こ
と
は
大
変
嬉
し
い
こ

と
で
す
。

―
上
林
暁
没
40
年
記
念
事
業
―

上
林
暁
の
句
碑
が
金
剛
福
寺
門
前
に
建
立
さ
れ
る

　

没
40
年
記
念
事
業
と
し
て
は
、
そ
の
他
町
内
に
三
基
の

文
学
碑
の
建
設
を
計
画
し
、「
文
学
の
道
」
創
り
を
一
層

推
進
い
た
し
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
の
大
学
セ
ン
タ
ー
試
験
に
、
上
林
暁
の
作

品
「
花
の
精
」
が
採
用
さ
れ
注
目
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
地
元
の
学
生
に
上
林
暁
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

大
方
高
校
と
上
林
暁
文
学
館
及
び
上
林
暁
顕
彰
会
が
企
画

し
ま
し
た
。

日
時　

10
月
６
日
（
火
）
※
上
林
暁
生
誕
118
年
の
日

場
所　

ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
（
大
ホ
ー
ル
）

対
象　

大
方
高
校
生
徒

講
師　

※
上
林
暁
の
曾
孫
二
人

　
　
　

〇
シ
ェ
イ
ク
・
愛
仁
香
（
津
田
塾
大
学
大
学
院
生
）

　
　
　
　
「
上
林
暁
と
英
文
学
」

　
　
　

〇
シ
ェ
イ
ク
・
ソ
フ
ィ
ア
ン
（
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「ODOL

」）

　
　
　
　
「
藝
術
活
動
と
そ
の
消
費
」

足摺岬・金剛福寺門前に建立された上林暁の句碑

シェイク・ソフィアン

将棋を指す上林暁

シェイク・愛仁香

―
上
林
暁
没
40
年
記
念
事
業
・
大
方
高
校
ソ
ピ
ア
塾
―

「
花
の
精
」H

igh school 

文
学
講
座

―
上
林
暁
没
40
年
記
念
事
業
―

上
林
暁
没
40
年
将
棋
大
会

２
０
２
０
年
度
上
林
暁
文
学
講
座
日
程

（
会
場
：
大
方
あ
か
つ
き
館
）


